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憂
藍
要
＝
一

新
庁
舎
建
築
に
つ
い
て

村
長
　
事
　
友
　
名
　
朝
　
誓

嘉
手
納
村
は
分
村
後
十
年
で

人
口
一
万
三
千
を
数
え
、
崖
良

古
手
納
の
部
落
か
ら
一
号
線
を

越
え
て
西
へ
西
へ
と
膨
張
し
て

水
差
海
岸
近
く
ま
で
広
が
り
、

名
実
共
に
活
気
に
満
ち
た
発
展

性
の
あ
る
都
市
と
な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
村
役
所
の
任
せ

が
村
の
東
力
に
偏
し
て
都
市
の

小
心
か
ら
遠
く
離
れ
て
居
る
事

も
考
え
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
し

喫
仕
の
役
所
甑
貝
の
歓
が
政
府

の
駐
在
職
員
を
合
す
と
五
十
二

名
に
も
な
り
、
四
十
坪
位
の
庁

舎
で
は
挟
俗
を
感
じ
事
瘍
処
理

上
又
は
村
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

上
か
ら
支
障
を
来
す
事
な
ど
、

村
の
行
政
運
営
上
ど
う
し
て
も

庁
舎
の
移
転
拡
張
新
築
と
云
う

調
が
二
、
三
年
架
の
懸
案
で
ゐ

h
ノ
ま
し
た
。

所
が
庁
舎
敷
地
り
選
り
凡
が
早

急
に
進
ま
ず
、
共
の
為
に
一
、

二
年
も
延
々
に
な
っ
た
の
で
あ

る
が
、
村
民
の
与
論
に
よ
る
村

議
会
の
熱
意
と
字
〃
．
力
1
1
手
納
地
車

の
協
力
に
よ
り
、
其
の
部
落
有

地
（
ア
ン
ビ
ナ
ー
）
に
新
庁
舎

敷
地
を
選
定
す
る
串
が
出
来
ま

した。
一
九
五
八
年
二
月
三
日
の
臨

時
議
会
で
役
所
位
世
の
変
更
条

例
を
可
決
し
同
年
九
月
十
五
日

開
会
の
定
例
議
会
に
於
て
村
役

所
庁
舎
の
建
築
に
つ
い
て
決
議

さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
敷
地
総
坪

数
三
二
七
・
七
六
坪
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
、
・
ト
建
坪
〓
ハ
五
坪
（

一
陣
九
五
坪
二
階
七
e
坪
）
其

建
築
予
算
は
第
一
回
追
加
更
正

予
算
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
庁
舎
工
事
二
、
六
九
t
、

八
〇
〇
円
（
二
二
、
四
三
二
弗
）

地
均
し
工
事
其
他
関
係
工
事
費

等
合
計
三
、
〇
七
四
、
五
六
〇

円
（
二
五
、
六
二
一
曲
）
を
計

上
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

其
の
絵
痙
費
の
内
一
、
八
〇

〇
、
0
0
0
円
二
五
、
0
0

0
弗
）
は
琉
球
銀
行
か
ら
借
入

れ
残
敵
は
一
般
財
沿
を
以
て
充

て
る
事
に
し
て
あ
り
ま
す
。
琉

銀
融
資
に
つ
い
て
は
利
率
日
歩

二
銭
四
箇
年
年
賦
に
よ
り
償
還

す
る
契
約
に
な
り
建
築
を
進
め

る
事
が
出
来
た
事
を
琉
銀
当
局

に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

其
の
工
事
投
計
者
は
那
覇
市

出
身
の
一
級
建
築
士
田
中
達
雄

氏
で
、
其
の
見
積
設
計
に
よ
り

七
名
の
指
名
■
争
入
札
の
結
果

嘉
手
納
村
出
身
の
金
成
藤
一
氏

が
二
一
、
二
〇
〇
弗
を
以
て
落

札
、
地
鎮
祭
並
に
起
工
式
を
挙

げ
、
共
の
請
負
工
事
を
去
る
十

月
十
五
日
に
着
工
、
現
場
監
督

に
田
中
氏
が
当
り
政
府
係
官
の

検
査
を
度
々
受
け
て
頓
詞
に
工

事
は
進
ん
で
居
り
ま
し
て
二
月

中
旬
に
は
予
定
通
り
竣
工
す
る

と
患
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
内
容
を
概
説
す
る

と
一
階
に
は
事
務
室
、
村
長
室

応
接
室
、
公
衆
潤
宿
直
室
、
炊

事
室
、
書
野
倉
庫
、
物
穀
倉
塵

便
所
が
あ
り
ま
す
。
二
階
に
は

会
議
室
、
議
会
事
務
室
、
教
育

委
員
会
其
他
政
府
駐
在
職
員
事

務
室
、
図
番
室
、
便
所
等
の
設

備
に
な
っ
て
居
り
ま
し
て
、
こ

九
ま
で
の
役
所
の
四
倍
余
の
広

さ
が
あ
り
、
誠
に
理
想
的
の
設

計
で
最
新
型
の
壮
麗
な
大
建
築

で
あ
り
ま
す
。
屋
上
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
広
場
は
九
五
坪
も
あ
り

周
囲
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柵
を

巡
ら
し
て
安
全
で
あ
り
、
屋
上

か
ら
茹
手
納
村
全
面
、
飛
行
場

読
谷
村
南
都
一
帯
、
久
得
の
山

々
も
眺
望
の
中
に
見
渡
さ
れ
誠

に
何
と
も
云
え
な
い
風
光
絶
崇

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
新
庁
舎
落
成
式
と
分
村

十
周
年
記
念
祝
典
が
二
月
中
に

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
村
民
挙
っ
て
大
き
な
祝
賀

行
事
を
展
開
し
た
い
と
希
望
し

こ
の
新
庁
舎
が
嘉
手
納
発
展
の

基
盤
と
な
り
民
主
的
村
政
運
営

の
殿
堂
と
な
る
尊
を
念
願
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
写
其
完
成
聞
近
い
新
庁
舎
〕

新
生
活
運
動
の
英
蔵

相
内
祝
祭
諸
行
事
の
祝
儀
香
料
を
統
一

村
経
済
評
で
は
村
民
会
館
で

在
村
各
団
体
長
の
出
席
を
求
め

新
生
活
運
動
の
実
践
上
の
滞
閉

息
に
つ
い
て
協
濾
し
た
。

旧
正
や
生
年
祝
を
間
近
か
に
ひ

か
え
、
出
費
多
端
の
折
柄
、
因

習
や
み
え
に
と
ら
わ
れ
て
無
駄

な
費
用
を
か
け
直
接
生
活
に
響

く
よ
う
な
弊
害
を
未
然
に
防
音

新
生
活
の
向
上
安
定
を
図
る
た

め
、
新
年
活
運
動
実
践
協
議
会

が
枯
成
さ
れ
、
尚
諸
行
事
の
簡

素
化
を
図
る
た
め
左
の
通
り
申

し
合
せ
を
行
な
っ
た
。

一
、
祝
祭
行
事

出
産
祝
　
二
五
仙
以
内

議
会
便
り

第
七
回
臨
時
議
会
が
去
る
十

一
月
二
十
七
日
割
民
会
館
で
開

か
れ
、
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た

四
案
件
を
三
日
間
に
至
り
審
議

し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
左
の
通

り
議
決
さ
れ
た
。

H
　
素
手
納
村
区
設
題
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

ロ
・
－
タ
リ
ー
内
を
五
区
、
水
豊

原
開
放
地
を
十
一
区
に
稲
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

胃
　
村
有
土
地
の
誤
謬
訂
正
に

つ
い
て

村
有
土
地
の
一
部
嘉
手
納
西
原

三
一
三
番
地
二
四
五
坪
が
個
人

有
地
で
返
還
要
求
が
あ
っ
た
の

で
、
村
有
土
地
で
な
い
鬱
を
確

認
し
訂
正
し
た
。

日
　
米
革
と
の
消
防
相
互
援
助

契
約
に
つ
い
て

米
軍
施
設
内
又
は
市
町
村
内
で

発
生
す
る
火
災
現
場
に
消
防
装

備
が
即
時
来
着
し
、
相
互
の
火

災
防
止
を
目
的
と
し
て
契
約
す

る
が
、
こ
れ
は
痍
手
納
村
消
防

隊
に
関
す
る
条
例
第
六
条
に
基

い
て
議
会
の
承
認
を
得
、
原
案

通
り
♯
決
さ
れ
た
。

四
一
九
五
九
年
度
第
二
回
追

加
更
正
才
人
才
出
予
算
案
に

つ
い
て

新
庁
舎
建
築
や
布
令
〓
ハ
四
号

に
基
く
固
定
資
産
税
の
免
税
と

収
用
宜
菅
を
受
け
た
村
有
土
地

の
使
用
料
が
徴
収
不
可
能
と
な

り
、
各
種
団
体
の
補
助
金
等
が

費
目
辞
書
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
程
、
土
地
間
句
も
一
段
と

落
着
を
み
せ
、
従
来
通
り
各
団

体
へ
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た

る
事
に
な
っ
た
。

結
婚
祝
■
　
五
〇
仙
以
内

新
辛
祝
　
二
五
仙
以
内

そ
の
他
の
祝
　
二
五
仙
以
内

団
体
文
は
公
的
に
招
待
き
れ

た
場
合
　
五
〇
仙
以
内

二
、
お
香
料

葬
式
　
五
仙
以
内

七
日
条
　
二
〇
仙
以
内

四
十
九
日
祭
　
二
〇
仙
以
内

三
年
忌
　
二
五
仙
以
内

七
年
忌
　
五
〇
仙
以
内

其
の
他
の
祭
　
二
五
仙
以
内

三
、
祝
祭
行
事
の
時
は
受
付
を

靡
き
祝
儀
香
料
は
受
付
に
差

出
す
こ
と
。

四
、
御
腱
走
和
み
や
け
は
持
た

さ
な
い
こ
と
。

五
、
生
年
祝
、
米
寿
祝
は
村
主

催
合
同
祝
に
し
て
各
家
庭
で

は
外
に
客
号
案
内
し
な
い
こ

と。
六
、
時
間
励
行

1
主
催
者
は
予
告
し
た
時
間

に
開
合
す
る
こ
と
。

2
夜
間
の
集
会
又
は
宴
会
は

夏
は
午
後
十
一
時
冬
は
十

時
閉
会
す
る
事
に
し
て
合

図
の
方
法
は
各
区
で
定
め

る
こ
と
。

尚
、
今
度
二
九
五
九
年
）
の

旧
正
月
の
合
同
祝
は
例
年
の
方

針
に
よ
り
、
二
月
十
日
午
後
二

時
か
ら
嘉
手
納
劃
筍
で
行
う
。

日
本
対
連
合
軍
の
終
戦
日
（

一
九
四
五
年
八
月
十
五
R
〓
以

前
の
沖
縄
住
民
の
戦
争
に
依
る

損
害
に
つ
い
て
は
後
日
に
遼
り

終
戦
の
H
よ
り
現
在
に
到
る
迄

の
米
郡
に
依
る
沖
絶
佳
民
の
択

書
捕
借
に
つ
い
て
椀
く
簡
単
に

述
べ
る
。
講
和
発
励
日
二
九
五
二
年

四
月
二
十
七
日
ノ
　
以
後
の
米
軍

に
依
る
損
害
は
、
如
何
な
る
u

害
に
か
か
わ
ら
ず
米
国
政
府
は

賠
償
支
払
い
を
な
さ
ね
は
な
ら

ぬ
苺
轟
が
あ
る
と
云
う
事
は
法

的
に
明
示
き
れ
て
居
り
、
実
際

に
文
、
米
国
は
支
払
い
を
な
し

て
居
る
。
然
し
講
和
発
効
前
の

米
軍
に
依
る
損
害
は
今
の
処
、

日
米
何
れ
が
賠
償
支
払
い
を
な

す
べ
き
か
明
ら
か
で
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
悔
政
権
者
で

あ
る
米
国
と
潜
在
主
権
を
持
つ

日
本
の
両
国
の
蔦
任
た
於
て
、

適
切
な
る
処
置
が
早
急
に
な
さ

れ
る
も
の
と
我
々
は
烈
待
す
る

も
の
で
あ
る
ひ

一
九
五
六
年
二
月
頃
講
和
前

の
損
失
補
償
の
最
初
の
申
告
が

各
眩
当
省
か
ら
其
当
時
の
各
所

眉
宇
、
村
当
局
及
び
市
町
村
長

会
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
な
さ

れ
、
一
九
五
七
年
十
二
月
に
、

そ
の
損
苔
要
求
鶴
に
対
し
て
見

＃
金
と
し
て
仮
払
い
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
見
舞
金
の
配
分

処
理
に
当
つ
て
は
各
字
代
表
一

名
、
議
会
よ
り
正
副
議
定
、
村

当
局
よ
り
三
役
、
計
十
八
名
よ

り
成
る
粛
手
納
村
見
舞
金
処
理

委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
見
舞
金

の
配
分
を
終
っ
た
の
で
、
同
委

員
会
は
解
散
す
る
串
に
な
っ
た

義
手
納
付
講
和
前
損

失
補
償
獲
得
期
成
会

の
発
足

前
述
の
講
和
前
の
損
失
、
補

東
手
納
村
講
和
前
損
失
補
償

獲
得
期
成
会
に
つ
い
て

復
興
課
長

徳
　
里
　
盛
　
倍

位
の
最
初

の
申
告
は

、
そ
の
当

時
の
申
告

牧
び
調
査

の
粕
問
か

余
り
に
短

か
ゝ
つ
た

率
又
中
央

の
　
（
市
町
村
長
会
が
王
体
）
体

制
が
製
は
な
か
っ
た
事
等
で
色

々
の
点
に
於
て
、
不
僻
の
事
が

あ
っ
た
の
で
、
よ
り
完
全
で
あ

り
、
よ
り
適
正
で
あ
る
補
債
要

求
や
務
た
ら
し
め
る
為
に
、
又

該
祁
償
支
払
い
が
で
き
る
た
け

速
や
か
に
行
れ
る
よ
う
に
、
該

小
論
請
の
強
摘
な
る
用
紙
を
計

る
為
、
中
央
で
市
町
村
長
会
、

市
町
村
誠
一
k
会
、
土
地
蓮
へ
〓
′
貨

が
主
体
に
な
っ
て
調
和
周
損
失

補
賞
稚
柑
朋
電
舎
が
粗
相
さ
れ

そ
し
て
南
朝
的
な
雛
菜
の
樅
進

を
な
す
草
に
な
っ
た
の
で
、
嘉

手
納
村
内
に
於
て
ら
具
わ
下
部

組
織
と
し
て
各
申
請
該
当
晋
に

依
る
会
が
組
職
さ
れ
る
必
要
が

生
じ
た
の
で
、
各
旧
字
か
ら
各

該
当
者
に
依
っ
て
推
薦
さ
れ
た

二
名
の
代
表
委
員
、
村
議
会
か

ら
正
副
議
長
、
各
委
員
長
、
付

当
局
よ
り
二
役
が
埴
鮨
暮
H
に

（弔兼）

率
四
条
　
本
会
は
前
条
の
円
的

達
を
蛇
す
る
た
め
左
の
再
一
筆

一
寸
一
丁
っ

一
正
確
な
る
調
査
の
実
施

】
　
中
央
の
期
成
会
と
の
連

絡
一
　
そ
の
他
日
的
運
戒
に
必

要
な
る
弔
項

（会議）

箭
五
条
■
　
七
会
山
ム
バ
ド
高
は
総
会

佗
び
評
議
〓
会
と
す
る
「

絞
会
は
、
毎
年
一
回
几
月
に

こ
れ
を
一
閃
き
蘭
帖
総
会
佗
び

評
議
員
会
は
ヽ
．
－
長
に
お
い
て

必
…
チ
こ
認
め
た
甘
A
＝
J
れ
を

開
く
。

第
六
集
　
線
会
及
評
篭
．
H
会
は

会
長
が
こ
れ
を
招
扶
J
る
。

会
n
定
数
の
四
分
の
一
以
上

か
ら
会
議
に
附
誠
す
べ
き
印

件
を
示
し
て
臨
時
給
ハ
ム
の
招

集
の
黎
求
か
あ
っ
た
H
′
合
は

会
長
は
之
を
椚
排
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

需
七
集
　
に
手
放
ひ
評
議
H
会

に
お
け
そ
誹
長
い
汗
務
は
会

長
が
こ
れ
を
行
う
い

仰
し
、
会
長
は
畑
如
云
言
と

き
は
別
会
た
か
そ
の
一
項
務
を

代
わ
し
会
長
、
刷
‥
長
典
に

弊
政
あ
る
と
き
心
付
評
議
」
の

中
か
ら
y
い
長
を
互
に
L
Y
再
砧

の
凱
務
を
行
わ
し
め
る
。

第
八
条
　
給
ム
ム
k
評
議
日
食
の

会
一
議
は
そ
の
構
成
山
の
半
数

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
議

や
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
役
職
l
I
L
l
J

し
、
本
会
の
飛
聖
痔
由
右
癌

議
す
る
。

第
十
一
集
　
会
長
は
指
定
の
耶

項
を
審
蕃
文
は
研
究
せ
し
め

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
は
評
議
員
会
に
詩
り

評
議
「
L
j
会
再
に
特
別
な
る
項

目
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

な
っ
て
、
去
る
十
盲
二
．
〇
旦
第
九
集
　
本
宅
に
会
聖
人
、

村
民
会
舘
に
於
い
て
嘉
手
納
‖

講
和
府
税
失
捕
猥
紹
得
期
成
会

を
楢
成
し
左
の
通
り
の
会
則
が

作
ら
れ
且
つ
、
役
聡
臼
が
娼
任

さ
れ
た
．会
　
則

（名称）

第
一
集
　
本
会
は
嘉
手
納
村
講

和
発
効
前
軍
用
土
地
等
の
損

失
柄
班
獲
得
期
成
会
と
称
し

郡
溺
局
を
嘉
手
納
村
役
所
内

に
置
く
。

（組繊）

第
二
集
　
本
会
の
会
員
は
講
和

前
軍
用
土
地
等
の
損
来
補
鹿

申
訳
者
及
び
其
関
係
者
と
す

（目的）

夢
二
集
　
本
会
の
目
的
は
対
日

平
和
条
約
発
効
繭
の
米
軍
使

用
に
伴
う
土
塊
等
の
椙
失
補

憤
中
郡
及
び
配
分
を
円
滑
に

実
施
す
る
に
あ
る
。

副
会
長
二
八
、
監
里
三
人
、

評
議
＝
」
二
二
人
′
汁
副
会
長

及
び
監
叫
を
含
む
）
を
置
く

会
長
、
副
会
長
ル
び
監
車
は

評
議
n
全
l
こ
於
て
選
出
す
る

評
議
日
は
左
の
通
り
の
樟
成

と
す
。
一
評
議
只
の
構
成

1
　
各
字
よ
り
推
薦
さ
れ

た
代
衷
委
員
（
二
十
六

名）
2
　
議
会
よ
り
正
副
議
長

及
び
各
委
員
H
禁
四
人
）

3
　
村
当
局
よ
り
三
役

合
計
三
十
三
人

第
十
集
　
金
藁
は
大
会
の
昭
務

を
縫
理
し
本
会
を
代
表
す
る

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
に
市
政
あ
る
と
き
は
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

監
事
は
本
会
の
業
務
を
監
査

する。
評
議
巳
は
評
議
員
会
を
結
成

る。
謂
十
二
歳
　
ゝ
パ
長
、
別
室
長
、

監
事
、
評
－
損
⊥
の
任
期
は
ニ

ケ
章
と
す
。

第
十
三
集
　
り
、
只
に
は
H
冊
を

支
給
し
な
い
一
付
し
必
要
に

は
じ
出
川
舟
板
を
女
給
す
る

こ
と
が
で
ゝ
さ
る
U

箭
十
匹
集
　
ト
∠
〃
正
郎
勝
局
長

一
人
庶
務
会
．
直
係
一
人
其
の

他
裂
丁
の
那
虜
兄
い
を
厩
く

こ
と
が
で
き
る
。
付
し
印
掃

局
穴
、
庶
部
会
〓
係
は
評
㌔

n
H
会
の
所
用
恥
を
得
た
上
で
任

命
さ
れ
る
。

臓
H
の
締
り
■
　
円
山
そ
▼
再
他

㌦
こ
∴
左
こ
し
」
J
山
ハ
パ
尺
が
こ
江

を
冗
め
る
。
珊
瑚
日
は
上
司
の

左
…
一
ヤ
ホ
け
ー
リ
燭
に
従
車
す
る

、膵畑）

第
十
五
条
　
本
人
ぶ
の
環
費
声
拍

手
・
日
付
旦
舞
金
匙
－
一
▲
■
1
．
～
n
∵
‥

か
ら
の
づ
l
受
止
、
中
央
期
成

会
一
入
り
の
川
▼
両
川
金
、
会
仏
力

負
吊
等
畠
以
っ
て
．
九
当
す
る

第
十
六
条
　
牢
会
の
‥
職
牢
一
乙
の

才
人
才
出
や
算
は
評
y
戎
n
会

の
L
圧
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

ない。
主
食
の
会
」
年
鑑
は
政
府
の

会
・
両
年
度
に
よ
る
。

第
十
七
集
　
本
会
の
才
人
才
出

の
決
侍
は
評
議
‥
］
会
の
承
認

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
雄
乃
績
成
隻
び
運
営
）

第
十
八
集
　
各
旧
字
毎
に
支
部

を
置
き
、
各
旧
字
推
薦
に
依

る
委
【
L
l
は
各
旧
字
支
部
を
代

表
す
る
。

、
附
則
一

第
十
九
条
　
李
会
則
に
定
め
な

笥
車
項
は
■
j
・
・
F
濁
り
会
の
承
認

を
経
て
会
長
が
こ
れ
や
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
■
　
七
会
則
は
一
九
五

八
年
十
一
月
三
十
円
よ
り
施

行す。
役
　
乾
　
n
H

て
会
長
　
肯
友
名
和
誓

一
、
副
会
良
　
洋
世
川
可
誓

宮
壇
沼
郎

一
、
監
事
▼
　
池
原
万
米
　
機
保

浜
太
郎
　
村
山
盛
信

一
、
各
旧
字
推
薦

回
田
　
伊
佐
英
行
　
扮
遵
朝
滞

京
　
徳
元
正
は
　
仲
宗
揮
朝
感

野
里
　
山
城
盛
二
郎
　
仰
礼
盛

市

，
押
久
仲
景
煩
清
一
古
謝
宏
徳

水
芸
　
奥
仙
信
l
　
肯
謝
得
正

大
通
　
西
平
守
有
　
吉
田
走
啓

嘉
手
納
伊
波
政
栄
伊
波
万
栄

星
良
　
池
原
り
栄
　
伊
波
剛

三
金
堂
　
新
垣
任
次
郎
　
落
手

川
悪
／
へ

久
得
什
㍍
揖
糊
仁
的
原
信
政

・
加
▲
肌
濫
ケ
次
憲
三
　
新
村
遠
正

野
国
　
賓
定

巨
際
仰
　
小
木
定

二
、
J
＝
■
轟
届
職
貝

印
痛
扇
長
■
　
徳
里
政
信

肛
功
会
い
旅
　
所
垣
正
堆

三
、
同
期
成
会
業
務
の
現
況

1
以
血
た
該
当
料
か
ら
印
告

さ
れ
た
土
地
の
分
を
此
の

十
二
月
末
迄
に
新
評
価
観

に
依
り
再
調
製
し
て
中
央

に
提
出
、
其
の
審
議
を
受

け
る
隼

2
共
′
揖
次
に
‖
心
h
拍
件
（
基

井
一
口
、
立
木
、
石
垣
等
）

の
再
諏
頑
右
し
て
前
項
と

同
じ
く
中
央
の
審
査
を
受

ける。

3
圭
申
抗
い
土
地
に
つ
い
て

力
I
T
U
類
の
調
製
及
び
提
出

と
不
っ
囁
げ
で
中
火
上
り
の
指

示
に
従
っ
て
川
口
に
遅
れ
な
い

ト
で
っ
、
父
止
確
で
あ
る
よ
う
心

掛
け
て
珠
算
に
熟
透
し
た
人
達

を
混
っ
て
当
l
功
一
曾
進
め
て
居
る

四
、
巾
詔
該
当
者
の
ガ
へ
お
稲

山
菖
質
の
捺
印
及
び
縦
覧
等
必

妻
に
応
じ
、
同
会
平
準
屈
よ
り

各
旧
字
代
表
姦
員
を
通
じ
て
各

申
請
人
に
連
絡
が
あ
る
場
合
各

帝
請
人
は
速
や
か
に
行
動
し
て

成
く
よ
う
お
臆
い
す
る
も
の
で

あ
る
。
又
常
に
各
該
当
者
は
各

所
協
字
の
代
表
委
員
と
の
連
絡

を
十
分
に
保
っ
て
戴
き
煙
い
。

講
根
雨
肩
失
祁
餌
に
関
連
し
て

聞
き
度
い
や
が
あ
る
場
合
は
先

ず
各
字
の
代
表
委
員
に
聞
き
、

周
ぶ
し
く
知
り
度
い
方
は
当
会

勇
務
局
に
問
合
せ
下
さ
い
。

五
、
結
び

講
和
榊
潰
れ
、
椚
蛍
を
受
け
る
の

は
我
々
の
当
然
の
権
利
で
あ
る

以
上
、
当
講
和
軒
鱒
慣
獲
得
期

成
会
で
は
中
央
の
期
成
会
と
の

十
分
な
連
絡
を
保
ち
つ
～
速
や

か
に
、
そ
し
て
適
正
な
補
償
処

置
に
持
っ
て
行
く
よ
う
万
全
の

邦
力
を
す
る
と
共
に
、
各
申
請

人
の
よ
り
良
き
協
力
に
依
り
、

l
明
朗
の
目
的
を
達
成
す
る
串
を

信
じ
ろ
も
の
で
あ
り
ま
す
○
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報広納手嘉

労
働
組
合
結
成
に
当
っ
て

執
行
委
員
長
　
宮
　
城
　
貴
　
明

青
々
嘉
手
納
村
役
所
垢
n
は

左
記
の
趣
旨
の
下
に
労
働
組
合

を
結
成
致
し
ま
し
た
。

労
功
組
合
運
動
は
硝
と
も
す
る

と
過
激
な
行
勤
に
走
り
、
労
働

組
合
は
争
議
行
為
を
目
的
と
し

た
組
織
体
で
政
治
的
恵
凶
を
も

っ
て
積
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
の
社
会
風
潮
が
あ
り
、
労
幼

組
合
に
対
し
て
は
一
般
的
に
敬

遠
さ
れ
が
ら
で
あ
り
ま
し
た
が

労
仇
三
法
も
施
行
さ
れ
て
五
年

余
の
才
月
も
経
た
今
日
労
仇
組

合
に
対
す
る
諾
織
も
次
第
に
痛

ま
り
、
各
臨
場
に
わ
い
て
も
労

働
組
合
結
成
の
兢
運
に
充
ち
、

そ
の
活
動
も
漸
進
的
に
活
発
化

し
て
参
り
ま
し
た
。
か
ゝ
る
社

会
の
大
勢
の
下
に
当
職
場
に
お

き
ま
し
て
も
労
仇
組
合
の
必
雄

性
を
認
め
て
全
励
良
の
一
致
し

た
見
解
の
下
に
労
伽
組
合
を
結

成
致
し
ま
し
た
。
否
々
は
梅
に

地
方
公
惑
負
と
し
て
の
襟
持
を

保
ち
健
全
な
る
労
例
組
合
運
動

を
通
じ
て
囁
喝
の
民
主
化
と
明

朗
化
を
図
り
軍
務
能
率
の
向
上

と
村
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
芯
偲
壊

に
よ
っ
て
経
済
的
、
社
会
的
地

位
を
向
上
さ
せ
労
仇
者
の
福
祉

増
進
を
因
る
こ
と
に
努
力
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
一
九
五
八
年
十
二
月
四
日

猥
紺
掴
緋
…
…
週
掴
緋
…
冊
…
…
緋
柵

防
火
デ
ー
娠
や
か
に
終
幕

の
休
憩
時
間
が
半
時
間
短
信
富

れ
、
年
後
の
就
業
時
刻
は
十
二

時
三
十
分
に
変
更
し
た
。

X

 

X

本
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
去

る
九
月
二
十
九
日
に
結
成
さ
れ

会
最
に
替
友
名
朝
甘
（
村
長
）

氏
、
副
会
長
に
島
袋
盛
光
（
助

役
）
氏
が
邁
出
さ
れ
た
。

こ
の
協
議
会
は
在
村
各
団
体
と

の
連
絡
誼
盤
を
図
り
社
会
福
祉

事
業
の
能
率
的
運
営
と
組
札
的

活
勤
を
促
進
し
て
村
全
体
の
社

会
福
祉
を
増
進
す
る
尊
を
目
的

と
し
て
結
成
さ
れ
、
左
の
会
則

が
原
案
遡
り
承
辞
さ
れ
た
。

粛
一
事
　
総
　
則

番
手
納
村
消
防
隊
で
は
十
二

月
一
日
か
ら
一
二
旦
聞
沖
縄
消
防

協
会
と
協
調
し
て
、
一
日
目
の

午
前
五
時
に
隊
員
を
非
常
招
集

村
長
に
依
る
隊
員
の
服
装
並
び

－
こ
機
械
革
具
の
点
検
後
、
放
水

訓
練
を
皮
切
り
に
三
日
間
に
至

っ
て
防
火
デ
ー
を
実
施
し
た
。

一
日
目
の
午
前
中
は
消
防
車
に

依
る
防
火
宣
伝
、
年
後
か
ら
警

察
と
各
区
区
長
、
婦
人
会
長
が

協
力
し
て
、
防
火
対
染
物
の
査

察
及
び
各
家
庭
の
カ
マ
ド
の
検

査
を
行
っ
た
。

二
日
目
は
防
火
対
象
物
の
査
察

午
後
十
時
半
か
ら
十
十
時
に
か

け
て
村
内
各
興
行
場
の
避
難
訓

練
等
を
行
い
、
三
日
目
は
西
平

毎
月
十
五
日
に
会
合
を
催
し
、

納
税
の
み
で
は
な
く
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
子
供
の
教
育

そ
の
他
会
員
の
共
済
を
目
的
と

し
て
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。

る

十
は
各
人
納
税

鶴
に
依
っ
て
異

な
り
、
一
ヶ
年

の
税
蛎
を
十
二

で
割
っ
た
額
が

一
ケ
月
分
の
組

合
費
と
な
っ
て

いる。
し
て
お
り
、
会
i
寧
鶉
太
会
は
日
的
達
成
の

組
合
長
に
は
池

原
舌
助
（
嘉
手

納
小
雲
暮
）

氏
が
椎
■
さ
れ

た。現
在
二
十
一
名

が
組
合
に
加
入

社
会
嬉
祉
事
兼
関
係
団
体
及

び
そ
の
他
の
団
体
機
関
と
の

連
絡
網
盤
を
図
り
村
内
に
お

け
る
社
会
福
祉
事
業
の
能
率

的
運
営
と
組
牡
的
活
動
を
促

進
し
て
村
全
体
の
社
会
福
祉

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

する。

午
後
の
就
業
時
刻
の

変
更
に
つ
い
て

茅
手
鍋
村
役
所
処
務
総
則
の
“

変
更
に
伴
い
午
的
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
半
ま
で
の
就
業

時
刻
を
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
と
変
更
し
た
。

尚
、
従
来
、
正
午
か
ら
一
時

宣
伝

二
　
児
童
福
祉
（
法
外
）
生

活
解
凍
（
法
外
）
に
関
す

る
事
業

三
　
共
同
募
金
そ
の
他
社
会

福
祉
事
業
に
必
要
な
資
金

造
成
元
の
協
力

四
　
そ
の
他
目
的
達
成
に
閑

し
必
要
な
事
項

書
五
集
　
本
金
は
毎
年
九
月
に

一
回
総
会
を
粥
く
。
但
し
必

要
と
窪
め
た
と
き
は
臨
時
総

会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
　
役
　
員

幕
六
条
　
本
金
に
左
の
役
員
を

置
く
。
会
長
一
名
　
福
会
長
一
名

理
事
三
十
一
名

書
七
集
　
会
長
、
副
会
長
は
理

事
の
互
選
に
よ
り
、
理
事
は

会
員
よ
り
互
選
す
る
。

書
八
象
　
会
長
は
本
会
盲
代
表

し
且
つ
、
総
会
及
び
理
事
会

を
招
集
し
会
議
の
議
長
と
な

閉る。

書
九
集
　
副
会
長
は
会
長
を
補

佐
し
、
会
良
事
故
あ
る
と
さ

は
こ
れ
を
代
理
す
る
。

書
十
朱
　
役
且
は
名
誉
れ
と
し

任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し

再
選
を
妨
げ
な
い
。

2
　
公
轟
に
あ
る
こ
と
に
よ
り

役
員
と
な
っ
た
者
の
任
期
は

そ
の
在
任
期
冊
と
し
後
任
者

が
そ
の
職
務
を
承
継
す
る
。

第
三
事
　
経
　
理

第
十
一
条
　
本
会
の
経
理
は
左

の
収
入
に
よ
っ
て
こ
れ
に
充

当
す
る
．

一
会
♯
収
入

二
　
共
同
募
金
配
分
金

三
　
村
補
助
金

四
　
寄
附
金

玉
　
雑
収
入

事
十
二
書
　
毎
年
度
予
算
は
年

度
開
始
前
編
成
し
、
決
算
は

次
年
度
に
お
い
て
理
事
会
の

承
掟
を
受
け
て
総
会
に
報
告

する。

書
十
三
集
　
本
会
の
会
計
年
度

は
毎
年
八
月
一
日
に
始
り
翌

年
七
月
三
十
一
日
に
終
る
。

＋
　
　
　
　
×

十
二
月
四
日
の
分
村
記
念
日

を
期
し
て
番
手
納
村
役
所
に
労

助
組
合
が
緒
成
さ
れ
た
。

こ
れ
は
課
長
以
上
の
職
員
を
除

く
二
十
六
名
の
職
員
が
参
加
し

て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

当
分
の
問
法
外
組
合
と
し
て
、

先
ず
取
点
間
の
費
、
自
粛
を

促
し
翫
員
相
互
の
理
解
と
親
睦

を
困
る
と
共
に
職
場
の
明
朗
化

と
住
民
の
福
利
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

尚
、
役
員
選
挙
の
結
果
、
執
行

委
旦
長
に
宮
城
寮
明
書
記
長
吉

浜
朗
栄
、
書
記
兼
会
計
薪
垣
正

確
、
組
織
部
長
澤
改
吉
行
徳
、

調
査
部
長
吉
謝
祐
史
、
文
化
厚

生
部
長
池
鹿
正
夫
、
婦
人
部
長

泉
川
美
佐
子
、
幹
事
亀
島
忠
誠

宮
城
定
栄
、
島
袋
芳
子
が
そ
れ

ぞ
れ
遜
出
さ
れ
た
。

×
　
　
　
　
　
×

在
村
各
種
団
体
へ
の
村
補
助

金
が
去
る
十
一
月
二
十
七
日
の

臨
時
議
会
で
韻
決
さ
れ
た
の
で

左
の
通
り
そ
の
交
付
指
令
が
発

送
さ
れ
た
。

村
軍
用
地
主
協
会
補
助
金
四
〇
〇
弗

村
体
協
補
助
金
　
　
二
九
〇
兆

村
青
年
会
補
助
金
一
二
〇
〇
兆

村
婦
人
会
補
助
金

村
自
警
団
補
助
金

二
五
弗

五
〇
兆

村
遺
族
会
補
助
金
　
　
八
〇
弗

村
子
供
を
守
る
会
　
　
八
〇
弗

傷
痍
軍
人
会
補
助
金
　
四
五
弗

X

 

X

村
財
政
課
で
は
去
る
十
月
十

日
に
区
長
会
を
招
集
、
納
税
昏

助
週
間
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行

い
、
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
二

月
五
日
ま
で
学
問
税
骨
励
期
間

と
し
て
実
施
し
た
。

財
政
課
で
は
毎
年
督
励
週
間
を

紛
う
け
、
納
税
恵
欲
と
納
税
思

想
の
錦
鰯
を
図
り
、
好
成
穂
右

挙
げ
て
い
る
。

尚
、
督
鋤
期
間
中
に
骨
励
散
収

し
た
各
区
別
成
績
は
左
の
通
り

×
　
　
　
　
　
×

十
一
月
二
十
五
日
上
り
「
彗
一

務
用
視
写
機
万
能
コ
ビ
ス
タ
1

」
が
村
役
所
窓
口
に
登
場
し
た

従
来
戸
籍
謄
抄
本
の
発
［
ホ
ふ

が
多
忙
を
極
め
、
家
．
戒
畝
の
多

い
世
帯
等
は
、
こ
れ
が
作
製
交

付
ま
で
に
役
所
の
玄
関
で
四
、

五
時
楓
も
持
た
さ
れ
る
状
況
で

あ
り
引
し
た
が
、
こ
の
機
械
の
粛
諸
法
－
こ
依
．
り
保
革
曾
受
け
て

困
窮
世
荷
え
の
慈
雨

補
正
氏
存
資
金
制
咤
な
る

季
村
砧
祉
協
議
会
で
は
上
月

十
六
日
午
後
二
時
か
ら
村
民
食

餌
で
福
祉
貸
付
資
金
説
明
会
を

開
い
た
。
福
祉
貸
付
昔
金
と
は
、
ト
．
．
活

一
と
℃
澤
意
欲
の
助
長
ん
由
る
こ
一
金
に
カ
け
て
左
の
過
り
返
済
期

日
と
に
よ
り
・
祉
会
食
杵
の
福
祉
隈
を
定
め
て
貸
付
す
ろ
。

∴
∴
　
∵
∵
㍉
㍉
一
－
1

し
て
賢
付
さ
れ
る
。
　
　
　
　
一
ヶ
年
を
据
街
に
し
て
四
ケ

日
詰
k
活
に
閻
し
福
祉
轟
白
の

詞
血
に
依
り
返
済
鹿
力
右
有
す

る
者
で
、
一
人
以
上
の
＝
′
‥
証
人

（
連
摺
い
■
u
任
を
負
う
に
始
る
賢

座
又
は
確
実
な
収
入
の
途
専
有

し
身
元
確
実
な
蕃
）
を
有
す
る

も
の
。
ま
た
博
付
資
金
は
、
生

業
雷
魚
と
粒
能
賢
金
、
生
活
費

挟
舘
修
得
資
金
　
五
弗
以
内
で

半
ヶ
年
摺
超
に
し
て
二
年
以

内
に
返
済
す
る
。

生
活
費
金
一
〇
弗
以
内
で
半

ヶ
年
を
指
詔
さ
に
し
て
三
ヶ

年
以
日
に
返
済
す
る
。

尚
、
詳
し
い
事
は
総
虜
課
社
会

福
祉
事
業
係
へ
聞
合
せ
下
さ
＝


